


うめわか まんざぶろう

梅若 万三郎／シテ方観世流
1941年、観世流能楽師・二世梅若万三郎の長男
として生まれる。父に師事。2001年、三世梅若
万三郎を襲名。三老女（姨捨・檜垣・関寺小町）
完演など多くの舞台に出演、能楽界の第一線で活
躍するとともに、海外公演も数多く行い、国内外で
能の普及に努めている。2016年に橘香会での能
「朝長」における演技で、平成28年度文化庁芸術
祭大賞を受賞。重要無形文化財総合指定保持者。

ばば あきこ

馬場あき子／歌人
1928年生まれ。歌誌「かりん」主宰。『鶴かへらず』
など歌集十数冊ほか著書多数。紫綬褒章受章、日
本芸術院賞のほか、迢空賞、読売文学賞、毎日芸術
賞、朝日賞など受賞。新潟日報読者文芸選者、朝日
歌壇選者、現代歌人協会理事、日本芸術院会員。
古典、とりわけ能への造詣が深く、古典研究、評論
面でも活躍するほか、新作能「晶子みだれ髪」「額田
王」「小野浮舟」「影媛」「利休」を発表している。
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馬場あき子 がおすすめする今みていただきたい舞台
優れた能の“目利き”でもある歌人・馬場あき子が選び抜いた能楽師、演目を上演する好評シリーズです。

第4弾では、近年さらに充実した舞台で絶賛を集めている名手・梅若万三郎を迎えます。
能は古代朝廷の恋物語を描いた世阿弥作の「花筐」です。

演能前の馬場あき子のお話で能へのイメージをふくらませ、さらに能をお楽しみいただくことができます。
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◆チケットご購入の際のご注意
●未就学児はご入場いただけません。また小学生以上の方はすべてチケットが必要です。
●お買い上げいただいたチケットのキャンセル・変更はできません。
●やむをえない事情により演目、出演者等が変更されることがあります。
●車椅子席はチケットご購入時にお申し出ください。りゅーとぴあのみで取り扱います。

◆サポートシステムのご案内
●お申し込み先りゅーとぴあチケット専用ダイヤル025-224-5521
★託児サービス
対　象：生後6ヶ月以上～小学校2年生まで
託児料：未就学児1人1,000円

小学1・2年生1人1,500円
＊公演日の2週間前までにお申し込みください。定員になり次第、締切らせていただきます。
＊公演日前1週間を過ぎてのキャンセルは託児料金と同額のキャンセル料が発生します。 
★難聴者赤外線補聴システム／あらかじめお申し出ください。

◆白山公園駐車場のご案内
●白山公園駐車場A、B、C、D合わせて約580台
＊身障者用駐車場スペースを用意しております。
＊りゅーとぴあには専用の駐車場がありません。なるべく公共交通機関をご利用ください。なお、
自家用車は白山公園駐車場（有料30分100円）をご利用いただけますが、混雑する場合も
ありますので、予めご了承ください。

◆能楽堂座席図 ◆会館のご案内

●新潟駅万代口より車で15分　
●関越自動車道／磐越自動車道 新潟中央I.C.より車で20分
●新潟駅万代口よりバスで15分～20分、
萬代橋ライン（BRT）青山方面行「市役所前」下車徒歩5分
●新潟空港より車で30分
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